
広報まえばし　平成22年８月15日号 67

　「生涯学習フェスティバル2010」を開催します。舞
台発表や展示などのほか、昔遊びやよろいの試着など、
子どもからお年寄りまでみんなが体験できる催しも盛
りだくさん。ぜひ、お越しください。
日時＝８月28日㈯・29日㈰、午前10時～午後４時
会場＝総合福祉会館

■市民ステージ
　市内で活動する団体の歌や演奏、踊りなどの発表。
■テーマ展示 ｢赤城山｣
　赤城山にまつわる写真や絵画などの展示・講演など。
■秋元歴史まつりコーナー
　よろいを試着して記念撮影。
■スタンプラリー
　館内の各所を巡ります。参加者には粗品をプレゼント。
■巨大アート作品づくり
　ペットボトルのふたで、みんなで１つの作品を作ります。
■ちびっこ広場
　風車やこまなどの昔遊びのおもちゃ作り。
■わが町広報紙まつり
　自治会が発行する広報紙のほか、町の行事のポスター、
公民館報などの展示。
■たいそう体験コーナー
　ボールやチューブを使って元気ひろげたいそうを体験。
■お抹茶かふぇ
　気軽に茶会の雰囲気を味わえます。
■専修学校各種学校コーナー
　作品･資料展示など。

五感を使って楽しく学ぼう

生涯学習フェスティバル

問い合わせは　生涯学習課　☎210−2198

　来年４月１日付で採用予定の職員採用試験を行いま
す。概要は右表のとおり。試験案内と申込書は、市役
所職員課や各支所・出張所に、消防職Ⅱは、消防局や
各消防署にもあります。また、本市ホームページから
ダウンロードもできます。郵送で請求する場合は、封
筒の表に「採用試験申込用紙請求」と「希望職種」を
朱書し、あて先を記入した返信用封筒（A4サイズ）に
140円切手を張った物を同封してください。
試験案内の配布・申込受付期間＝８月25日㈬まで
第１次試験＝９月19日㈰

あなたの力を前橋に 来年度職員を募集
市職員採用試験の概要

区分 採用予定数 受験資格　

事務Ⅱ ５人
昭和62年４月２日～平成５年４月１日
生まれの人で、大卒者・大卒見込み者
は受験不可（試験は高卒程度）

保育士 ２人
昭和59年４月２日以降に生まれた人で、
保育士資格のある人（本年度中に取得
見込みを含む）

消防職Ⅱ 
（注）

２人
昭和62年４月２日～平成５年４月１日
生まれの人で、大卒者・大卒見込み者
は受験不可（試験は高卒程度）

問い合わせは　職員課　☎898−6507

※採用予定数は増減することがあります。  
(注)消防職Ⅱはこれ以外に身体の条件が加わります。詳しくは「試験案内」
を参照してください。
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熱い意見が交わされた市政懇談会

風情豊かな広瀬川

日ごろの練習の成果をステージで


